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⽇頃より After School 虹の活動にご理解ご協⼒いただき、感謝申し上げます。 
アンケートにご協⼒いただきましたご利⽤者の皆様、本当にありがとうございました。 
先に実施したアンケート調査について、下記の通り集計した結果を公表させていただき

ます。 
 
1． 調査の⽬的 

「放課後等デイサービスガイドライン」に基づき、１年に１回程度、事業者向け、保護
者向けの⾃⼰評価（アンケート）を作成し、その結果を踏まえて、事業運営の改善を図
るものとする。 
 

2． 調査期間 
令和 7 年 3 ⽉ 15 ⽇〜令和 7 ⽉ 3 ⽉ 28 ⽇ 
 

3． 調査内容 
（１） 放課後等デイサービス After School 虹（放課後等デイサービス）をご利⽤中の

ご家庭 19 家庭 
（２） 放課後等デイサービス After School 虹（放課後等デイサービス）に従事する児

童発達⽀援管理責任者 1 名、保育⼠ 3 名、児童指導員 3 名、 計 7 名 
 

4． 調査⽅法 
（１） 保護者の⽅に送迎時、郵送等にて調査票（保護者向け）を配布、無記名で記⼊後

回収。 
（２） 従事者 7 名に調査票（事業者向け）を配布、無記名回収。 
 

5． 回収状況 
回収数（保護者向け 19 票、事業者向け 7 票） 

 
 



６．保護者様からのアンケート結果について 
【環境・体制整備】 

今年度はクッキング等の機会を徐々に設け、農作物の栽培から調理し⾷事をする等、活動
範囲を広げる⼯夫を⾏い、課外活動・様々な経験を通して、対⼈関係・コミュニケーション
スキル・社会性・⾃⼰コントロール等獲得できる環境を提供してきました。⼀⼈⼀⼈の成⻑
をサポートできるよう専⾨性を⾼めると共に保護者の⽅との連携を⼤切にしてきました。 

今後も引き続き感染対策、衛⽣管理に努め、児童⽣徒の活動、学習等のスペース・配置に
ついて検討を⾏い、チャレンジできる⾏事等計画し⼯夫をしていきたいと思います。 
【適切な⽀援の提供】 

児童⽣徒と保護者にニーズや課題に対して細やかな対応ができるよう、適切な⽀援の提
供を⾏うとともに、親の会等を⾏うことで、⼀緒に学ぶ場、交流する場を設けることにより、
情報提供・共有・意⾒交換・課題の⾒直し、交流の楽しみ等が客観的に評価され、児童⽣徒
にとって必要な適切な⽀援⽅法について保護者の⽅と⼀緒に前向きに検討していくことが
できました。来年度も引き続き、親の会等を実施すると共に、学ぶ機会、交流を深め楽しさ
を共有するとともに、安⼼して相談ができるよう努めていきたいと思います。 

また、総合的な適切な⽀援につなげていくための計画・実施・評価・改善の⼯夫と対応を
⾏い、環境の変化にも配慮したプログラムの提供をしていきたいと思います。 

放課後等デイサービス利⽤者以外の⼦どもとの関わりとして、同施設内に保育所があり
⽇常的に関わり活動を⾏っています。特に⻑期休暇は、お兄さん・お姉さん先⽣として絵本
の読み聞かせや、散歩等⼾外活動を通して関わりを深めています。次年度は活動の場をさら
に広げ、様々な⼈とでの出会いの中で⾃分を必要としてくれる経験から⾃⼰肯定感を⾼め
ていくとともに社会性を培っていけるよう⽀援していきます。 
【保護者への説明等】 
 連絡帳やお便りを通して活動の様⼦等伝えると共に写真を掲⽰することによって保護者
の⽅がイメージ持てるよう発信しています。 
 学校での様⼦を担任から聞き取り伝えることによって学校⽣活も安⼼して送れるよう、
家庭・学校・放課後等デイサービスとの連携を密にしています。 
 児童⽣徒・保護者の悩みに対して個⼈情報を厳守しながら⾯談を⾏い不安が少しでも軽
減できるよう配慮しています。また、親の会を⾏い、交流会や情報提供、講師を招いて勉強
会などを⾏い⼦育てが前向きになれるよう配慮してます。 
【⾮常時の対応】 
⾮常時の訓練を⾏うことで、⼤切な命を守ためのスキルが⾝に付けられるよう実施して

います。 
訓練等を⾏った際の報告を写真の掲⽰等でもお伝えできるよう努めています。 

 保護者の⽅々にもより分かりやすくお伝えして、安⼼していただくために周知していけ
るよう⼯夫に努めます。 
 



7. アンケート結果について（まとめ） 
今回のアンケート対象について、放課後等デイサービスをご利⽤中の保護者様、また

従事している職員に対して調査を実施しました。 
 児童⽣徒にとっても、保護者にとっても、その家族にとってもつながりあい⽀え合え
る居場所となるよう努めていきたいと考えています。また、活動の場を広げるとともに、
いろいろなチャレンジ活動ができるよう、⽀援の⼯夫を⾏っていきたいと思います。 
 児童⽣徒を中⼼に家庭・学校・地域・専⾨機関が⼿を取り合い情報を共有することで
⽀援が分散しないよう努めていきます。 
職員間の⾃⼰評価においては、事業所内調査を⾏い、保護者の⽅々からのアンケート

の意向等を把握し業務改善につなげて⾏きます。⽀援の質の向上、活動範囲を広げ、活
動プログラムの⼯夫を⾏い、⽀援⽅法等、児童⽣徒がともに育ちあえるように、途切れ
ない⽀援のために、職員同⼠の連携と、⽀援の質の向上のために専⾨機関と連携し、法
⼈内外において研修へ積極的に参加し研鑽を積んでいけるよう努めてまいります。 
今後ともご理解ご協⼒をお願い致します。 


